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取
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は
じ
め
に 

ヒ
ジ
キ
は
、
近
年
新
た
な
養
殖
種
と
し
て
全
国

的
に
注
目
さ
れ
、
本
県
で
も
対
馬
や
有
明
海
で
す

で
に
定
着
す
る
な
ど
養
殖
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
総
合
水
産
試
験
場
（
以
下
、
水
試
）

で
は
、
地
元
か
ら
の
要
望
に
答
え
る
た
め
、
平
成

二
十
～
二
十
二
年
に
有
明
海
沿
岸
で
地
元
漁
協
と

連
携
し
て
養
殖
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
南
有

馬
地
先
で
は
、
養
殖
綱
五
十
ｍ
当
り
四
百
㎏
（
湿

重
量
）
を
超
え
る
生
産
が
あ
り
、
当
地
区
で
の
養

殖
の
定
着
に
繋
が
り
ま
し
た
。
一
方
で
養
殖
適
地

の
選
定
や
種
苗
の
確
保
が
課
題
と
し
て
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
養
殖
適
地
に
つ
い
て
は
、
付
着
物

や
魚
の
食
害
の
発
生
等
が
少
な
い
場
所
を
選
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
実
際
に
養
殖
し
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
、
県
の
定
め
る
「
区
画

漁
業
の
試
験
操
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、
養
殖
試
験
を
行
っ
て
事
業
化
が
可
能
か

判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
種
苗
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
県
内
全
域
で
ヒ
ジ
キ
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
天
然
群
落
か
ら
養
殖
用
種
苗
を
採
取
し
て

用
い
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
水
試
で
は
平
成
二
十
三
年
か
ら
種
苗
の
安
定

生
産
に
向
け
、
①
陸
上
水
槽
に
よ
る
種
苗
生
産
試

験
、
②
野
外
で
の
育
苗
試
験
、
③
ヒ
ジ
キ
群
落
か

ら
の
種
苗
の
間
引
き
方
法
の
検
討
を
課
題
に
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

に
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 陸
上
水
槽
に
よ
る
種
苗
生
産 

ヒ
ジ
キ
の
種
苗
生
産
は
、
細
断
し
た
根
（
仮
根
）

を
恒
温
室
で
増
や
し
、
発
芽
し
た
幼
芽
を
基
質
に

付
け
ず
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
で
攪
拌
し
て
流
水
下

で
培
養
す
る
方
法
が
大
分
県
で
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
種
を
用
い
、
基
質
に
採
苗
し
て
陸
上

水
槽
で
培
養
後
、
野
外
で
育
苗
す
る
取
り
組
み
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
共
に
量
産
化
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
県
で
種
苗
生
産
を
行
う
場

合
、
全
域
で
ヒ
ジ
キ
群
落
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
秋
に
魚
の
食
害
が
発
生
す
る
た
め
、
種
や
仮
根

の
採
取
を
天
然
群
落
に
依
存
す
る
こ
と
や
野
外
で

育
苗
す
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

天
然
群
落
を
利
用
せ
ず
に
流
れ
藻
か
ら
採
取
し
た

種
と
収
穫
後
に
残
っ
た
養
殖
ヒ
ジ
キ
の
株
を
用
い

て
、
陸
上
水
槽
で
の
培
養
に
よ
り
養
殖
が
始
ま
る

十
二
月
に
、
十
㎝
サ
イ
ズ
の
種
苗
生
産
が
可
能
か

検
討
し
ま
し
た
。 

 

図１ 野外２t 水槽でコンクリートブロッ

クに着生させ培養したヒジキの藻長変化 



 

 

ま
ず
、
一
年
目
は
種
を
用
い
、
大
分
県
で
行
わ

れ
て
い
る
仮
根
の
培
養
方
法
に
準
じ
基
質
に
付
け

ず
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
で
撹
拌
し
微
流
水
で
の
培

養
を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
体
は
付
着
物
に

覆
わ
れ
培
養
一
ヶ
月
で
枯
死
し
て
い
ま
い
、
培
養

方
法
と
付
着
物
対
策
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
次

の
年
は
、
付
着
物
を
洗
い
落
し
易
い
よ
う
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
種
を
付
け
、
エ
ア
レ
ー
シ

ョ
ン
と
流
水
下
で
培
養
し
ま
し
た
。
ま
た
、
種
か

ら
の
培
養
よ
り
生
長
が
早
く
付
着
物
に
覆
わ
れ
に

く
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
仮
根
の
様
に
増
や
す
工

程
な
し
に
直
接
利
用
で
き
る
株
を
用
い
た
培
養
も

試
み
ま
し
た
。
種
と
株
か
ら
培
養
し
た
ヒ
ジ
キ
は

付
着
物
対
策
も
あ
り
枯
死
せ
ず
生
長
し
ま
し
た

（
図
１
）
。
し
か
し
、
十
二
月
の
藻
長
を
比
べ
る 

 

 

と
各
々
平
均
八
㎝
と
十
六
㎝
で
大
差
が
み
ら
れ
、

株
か
ら
の
培
養
で
あ
れ
ば
陸
上
水
槽
で
も
目
標
サ

イ
ズ
に
十
分
生
長
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
、
種
か
ら
の
培
養
で
目
標
サ
イ
ズ
ま
で
生
長

さ
せ
ら
れ
る
培
養
方
法
を
検
討
し
、
株
か
ら
の
培

養
と
共
に
量
産
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

野
外
で
の
育
苗
試
験 

陸
上
水
槽
で
の
培
養
は
、
半
年
以
上
の
長
期
の

管
理
と
施
設
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
労
力
や

経
費
を
か
け
ず
に
育
苗
す
る
に
は
天
然
海
域
の
利

用
が
有
効
で
す
。
そ
こ
で
、
諫
早
市
多
良
見
町
佐

瀬
地
先
（
大
村
湾
）
を
試
験
漁
場
に
選
び
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
外
洋
域
と
比
べ
て
、
秋
の
水
温
低

下
が
早
く
、
魚
の
食
害
が
少
な
い
か
ら
で
す
。 

種
苗
の
移
植
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
と
翌

年
八
月
に
行
い
ま
し
た
。
移
植
し
た
種
苗
は
水
試

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
採
苗
し
陸
上
水
槽

で
培
養
し
た
も
の
で
す
。
移
植
後
の
ヒ
ジ
キ
の
藻

長
変
化
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
十
二
月
の
藻
長
を

み
る
と
、
十
一
月
移
植
分
で
、
一
年
目
三
㎝
、
二

年
目
二
十
㎝
、
三
年
目
十
一
㎝
、
八
月
移
植
分
で
、

一
年
目
四
㎝
、
二
年
目
十
㎝
と
共
に
移
植
一
年
目

は
数
㎝
の
生
長
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
二
年
目
以 

 

 

図３ 諫早市多良見町佐瀬地先（ 

大村湾）に移植したヒジキの生育

状況（H26 年 5 月 15 日） 

図４ 南島原市南有馬町浦田地先（有

明海）の試験区内のヒジキ本数変化 

図２ 諫早市多良見町佐瀬地先（大村湾）に移植したヒジキの藻長変化 



 

 

降
で
は
目
標
の
十
㎝
以
上
に
生
長
し
、
陸
上
水
槽

で
の
培
養
と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
六
年
五
月
に
は
、
十
一
月
移
植
分
で
藻
長
九

十
㎝
に
達
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
一
個
当
り
五
・
六
㎏
（
湿

重
量
）
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
（
図
３
）
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
大
村
湾
沿
岸
は
ヒ
ジ
キ
の
育
苗

お
よ
び
生
産
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
今
後
、
養
殖
ヒ
ジ
キ
の
収
穫
後
の

株
を
用
い
、
移
植
一
年
目
で
の
養
殖
種
苗
の
量
産

化
と
養
殖
の
可
能
性
、
お
よ
び
他
地
区
の
育
苗
適

地
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ヒ
ジ
キ
群
落
の
適
正
管
理 

ヒ
ジ
キ
は
仮
根
を
伸
ば
し
、
そ
こ
か
ら
も
新
し

い
芽
が
出
て
増
え
て
い
き
ま
す
。
天
然
群
落
か
ら

種
苗
を
採
取
す
る
際
、
自
然
回
復
で
き
る
範
囲
の

剥
離
で
あ
れ
ば
、
群
落
は
維
持
さ
れ
継
続
し
た
利

用
が
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
自
然
回
復
で
き
る
剥

離
範
囲
（
面
積
）
を
明
ら
に
す
る
た
め
、
養
殖
用

種
苗
を
採
取
す
る
十
二
月
に
南
島
原
市
南
有
馬
町

浦
田
地
先
（
有
明
海
）
で
十
五×

十
㎝
、
十
五×

十
五
㎝
、
十
五×

二
十
㎝
の
三
種
の
ヒ
ジ
キ
剥
離 

 

 

区
を
三
箇
所
設
け
（
試
験
区
１
～
３
）
、
そ
の
後

の
回
復
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。
試
験
区
別
の
各
剥

離
区
内
に
お
け
る
ヒ
ジ
キ
本
数
は
、
剥
離
一
年
後

の
一
剥
離
区
を
除
き
、
剥
離
一
年
後
、
二
年
後
と

試
験
開
始
時
を
全
て
下
回
り
、
群
落
の
回
復
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
４
）
。
ま
た
、
三
種
の

剥
離
区
別
の
回
復
状
況
は
試
験
区
毎
で
差
が
大
き

く
、
剥
離
面
積
の
違
い
に
よ
る
本
数
の
回
復
状
況

に
明
ら
か
な
違
い
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

試
験
区
で
の
仮
根
の
生
長
を
調
べ
る
と
、
一
年

間
に
平
均
五
㎝
（
最
大
七
㎝
）
の
伸
長
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
十
㎝
幅
の
剥
離
で
あ
れ
ば
両

側
か
ら
五
㎝
ず
つ
仮
根
が
伸
び
て
自
然
回
復
す
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
十
五

×

十
㎝
の
剥
離
区
で
も
回
復
は
み
ら
れ
ず
、
現
在

も
調
査
中
で
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
群
落
を

維
持
す
る
に
は
剥
離
の
際
、
で
き
る
だ
け
大
き
な

裸
地
を
つ
く
ら
ず
、
数
株
ず
つ
を
間
引
い
て
採
取

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
仮
根
の

生
長
は
漁
場
や
年
に
よ
る
差
が
あ
り
、
様
々
な
場

所
で
継
続
調
査
を
行
い
漁
場
毎
に
適
し
た
管
理
方

法
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

ヒ
ジ
キ
種
苗
の
安
定
生
産
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
試
で
は
今
後
も
地
元
漁
協
の
ご
協
力

の
も
と
、
引
き
続
き
種
か
ら
の
培
養
に
よ
る

生
長
の
改
善
、
種
苗
の
量
産
化
、
群
落
の
適

正
管
理
方
法
等
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、

得
ら
れ
た
成
果
は
「
ヒ
ジ
キ
種
苗
生
産
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
技
術
の
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
担
当 

桐
山
隆
哉
） 

図４ 南島原市南有馬町浦田地先（有

明海）の試験区内のヒジキ本数変化 


